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この診断は、国土交通省による「木造住宅の耐震診断と補強方法」に基づくもので、十分信頼できる
ものですが、個々の建物ごとに状況が異なるため、あくまで安全性を判断する目安であり、判定を完
全に保証するものではありません。また、図面などの資料がなく、状況が十分に把握できない場合は
推計によりますので、診断結果は幅をもってとらえてください。
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木造住宅耐震診断結果報告書
（新耐震基準）

申請者名 ○○ ○○ 様
市確認印

耐震診断員

氏名 ▲▲ ▲▲ ㊞

所属

耐震診断結果報告書の内容

新耐震基準の木造住宅の耐震診断は

本様式により結果を報告します。
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１．耐震診断を実施した建築物概要

33.12 ｍ2

20.70 ｍ2

53.82 ｍ2

２．耐震診断の結果

総合評価
（判定値：上部構造評点のうち最小の値）

（結 果：判 定） 倒壊する可能性が高い

３．現地調査結果（現地調査票）

地域係数 Ｚ
地 盤 種 別

地盤

形 状

基 礎
屋 根 仕 様
壁 仕 様 外壁 内壁

建物の重さ 重い建物
平面の特徴 整形
立面の特徴 整形でオーバーハングなし
床 仕 様 Ⅱ：火打ち＋荒板
吹 き 抜 け なし
主要な柱径 120ｍｍ以上
接 合 部 Ⅳ：ほぞ差し、釘打ち、かすがい等
増 築 無 規模・状況

改 築 無 規模・状況

補 修 無 規模・状況

用 途 変 更 無 規模・状況

特 記 事 項

混構造 RC+木造・S+木造等
伝統構法型木造住宅部分

有
無
平面図（筋交い位置明記）
有
壁の仕様が確認できる図面あり
軸組図
無
無
無

現地建築物との
相違

１階平面
２階平面
立面

設計図書等の調査

関
係
図
書

建築確認図書
住宅金融公庫関連図書

設計図書

平面図
立面図
詳細図面
構造図等

ツーバイフォー工法 無 無

工業化住宅 無

-
- ‐

特殊構造・特殊工法の有無
スキップフロア等 無 無

Ⅰ健全な鉄筋コンクリート造布基礎またはべた基礎
桟瓦葺（葺土なし）

ﾗｽﾓﾙﾀﾙ（土壁） ﾎﾞｰﾄﾞ貼（土壁）

履
歴

使
用

-
-

（地盤の対策） 特別な対策を行っていない

地形
平坦、普通

（地形の対策） 特別な対策を行っていない

建築物概要
１．０ 積雪深さ 無（１ｍ未満）

液状化危険度のランク：ほとんどない
（液状化危険度） 悪い（軟弱地盤割増１．０）

構 造 形 式 在来軸組構法（方法１） 延 べ 面 積

上記の建築物の耐震診断結果は、下記のとおりですのでご報告します。

0.65

所 在 地 岡崎市○○町○丁目○番地

用 途 専用住宅 １ 階 床 面 積

建 築 年 度 昭和57年(1982年) ２ 階 床 面 積

建 物 名 称 ○○邸 建 物 所 有 者 ○○ ○○
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柱

梁

桁

有無 筋かいを図面で確認

断面
欠損

筋かいの欠損は確認不能

土台と柱 不明

柱と梁桁 有

筋かい材 不明

２階床面又
は小屋梁面

吹抜け

接合
方法

存在

一般室 有

有
有

床下 無

水浸み痕、変色、亀裂、カビ、腐朽、蟻害がない ：劣化無

床
床面

一般室 傾斜、過度の振動、床鳴りがない ：劣化無

廊下 傾斜、過度の振動、床鳴りがない ：劣化無

基礎の亀裂や床下部材に腐朽、蟻道、蟻害がない ：劣化無

内
壁

内壁、窓下 水浸み痕、はがれ、亀裂、カビがない ：劣化無

浴室
タイル壁

有
タイル以外

金属サイディング

外壁との接合部

露出した躯体
バ
ル
コ
ニ
ー

手すり壁
木製板、合板

窯業系サイディング

床排水

外壁仕上げ

木製板、合板

有

水浸み痕、こけ、割れ、抜け節、ずれ、腐朽がない ：劣化無

窯業系サイディング

金属サイディング

モルタル

樋
軒・呼び樋

有
変退色、さび、割れ、ずれ、欠落がない ：劣化無

縦樋 変退色、さび、割れ、ずれ、欠落がない ：劣化無

屋根葺き材
金属板

有
瓦・スレート 割れ、欠け、ずれ、欠落がない ：劣化無

下家、増築部 接合部は確認不能

劣化度調査票
部 位 材料、部材等 劣化事象 ：劣化度

確認不能

筋かい端部 確認不能

の
確
保

水
平
剛
性

火打ち等はあるが、小屋裏金物が十分使用されていない
小屋浦の目視可能範囲
にて確認

吹抜けなし

床組部分 確認不能

梁と柱、差し鴨居 接
合
方
法

確認不能

筋かい

構
造
耐
力
上
主
要
な
軸
組
等

断
面
欠
損

部
材
の

部材に大きな欠きこみ、割れはない 目視にて確認

部材に大きな欠きこみ、割れはない
小屋浦の目視可能範囲
にて確認

部材に大きな欠きこみ、割れはない
小屋浦の目視可能範囲
にて確認

存
在

接
合
金
物
の

金
物
の
状
況

確認不能

ゆるみ、錆、腐食等はない
小屋浦の目視可能範囲
にて確認

部位等 調査内容 コメント
建物周囲の
地盤条件

擁壁等は無い

部分点検調査票（評点に反映しない部分）目視調査により、調査
・ ・

可能
・ ・

な
・

部分
・ ・

に
・

ついて
・ ・ ・

記入
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耐震診断依頼者 ○○ ○○ 様

総合評価（診断結果）
【地盤】

【地形】

【基礎】
注意事項

【その他注意事項】

【上部構造】

必要耐力

Qr（ｋN） 最小値

11.69
11.69
27.16
27.16

【改修手法の参考図】 ●耐力壁の配置のバランス
●基礎の補強 ●構造用合板による壁補強

●劣化改善
屋根改修：屋根材の割れ、ずれ、欠落、錆を改修する
外壁改修：金属サイディングの場合、変退色や錆を改修する。

モルタル塗りの場合は、亀裂や剥落を改修する。
床：傾斜や床鳴りを改修する。
浴室：タイルのひび割れ改修。
床下：基礎の亀裂や床下部材の腐朽や蟻害の改修。

補強後の建物の耐力はつりあっている

1.66
１階X方向 0.65
１階Y方向 1.45

診断方向

＜診断プログラム計算値＞
（補正なし）

《判定値とは》
各階、各方向について、保有する耐力が必要耐力
の何倍あるか。最も小さい数値が建物の判定となり
ます。
１．５以上 ：倒壊しない
１．０以上１．５未満：一応倒壊しない
０．７以上１．０未満：倒壊する可能性がある
０．７未満 ：倒壊する可能性が高い
※震度６強から震度７クラスの大規模な地震に対し
て倒壊の可能性を判定します。

上部構造評点

edQu/Qr

２階X方向 1.25

0.65
２階Y方向

基礎の状況

Ⅰ健全な鉄筋コンクリート造布
基礎またはべた基礎

この診断は国土交通省による木造住宅の耐震診断と補強方法に基づくもので、十分信頼できるものですが、
個々の建物ごとに状況が異なるため、あくまで安全性を判断する目安であり、判定を完全に保証するものでは
ありません。また、図面などの資料がなく、状況が十分に把握できない場合は推計によりますので、診断結果
は幅をもってとらえてください。
この診断では目視できない筋かいを旧図面が信頼できるものとし、あるものとして診断しています。実際の筋
かいの状況により結果が相違する場合があります。

地盤 対策 注意事項

平坦、普通 特別な対策を行っていない

悪い（軟弱地盤割増１．０） 特別な対策を行っていない
予想震度は６弱程度

液状化危険度のランク：ほとんどない

地盤 対策 注意事項

地震力

建物の耐力

領域イ 領域ロ

領域イ 領域ロ

地震力

建物の耐力

補
強
案

ねじれ

壁補強（３か所）
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【耐震改修概算工事費算定のための概略改修計画】

基礎補強 階数 延べ面積

補強の必要なし ２階建て 53.82㎡ 3

改修場所

階 合計

【耐震改修場所のワンポイントアドバイス】

劣化度

X方向

Y方向

X方向

Y方向

ひび割れ補修

鉄筋コンクリート基礎の打ち増し補強

鉄筋コンクリート基礎の新設・増設補強

ベタ基礎補強

【耐震改修概算工事費】

【基礎補強の概算工事費】

基礎形式

【注意事項】

補強方法 必要なし －

① 【耐震改修概算工事費】の金額には、以下の費用が含まれていません。

（以下の費用につきましては、別途費用が掛かります。）

・リフォーム工事に関する費用

・【基礎補強の概算工事費】の金額、屋根改修及び劣化度改善等のための工事費用

・耐震改修設計、工事監理費用 等

② 【耐震改修概算工事費】の金額はあくまで目安として、ご利用ください。実際の工事費は、改修設計の

内容（改修場所や方法）等により変動します。

③ 【耐震改修概算工事費】の金額は、現在まで、県内の地方公共団体が実施した改修助成制度の実

績データによるものです。改修に掛かる壁の工事費用算定の基準としては、巾９０㎝の壁を基準とし

て、当該壁の仕上げ撤去及び、９０㎝四方の床、天井の一時撤去、改修までの範囲で算定しています。

壁補強による耐震改修概算工事費 ¥610,000 ～ ¥1,110,000

Ⅰ健全な鉄筋コンクリート造布基礎またはべた
基礎

概算工事費 備考

基礎補強

１階
領域aとbの壁量に偏りがありバランスが悪い

壁量のバランスはよい

Y方向 OK

壁の配置

２階
壁量のバランスはよい

壁量のバランスはよい

２階
X方向 OK

3 バランスよく配置する

接合部の金物も適切に設
けてください

方向 箇所数 壁の配置 備考

Y方向 OK

１階
X方向 3

※補強必要壁枚数は構造用合板を巾90㎝で施工したときの必要箇所数です。
枚数はバランスよい壁の配置、劣化度の改善や代替工法での補強により減らすことができます。

壁部 補強材料：構造用合板 厚さ7.5mm以上

改善が必要 － 概算壁枚数です

木造住宅耐震診断報告書に基づき、下記の耐震改修案を提案いたします。

診断結果による耐震改修工事方法 建物概要 補強必要
壁枚数 ※

備考
壁の配置 劣化度

○○ ○○ 様 【耐震改修概算工事費の算定】
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【耐震改修工事のアドバイス】

【耐震改修工事における設計・工事監理】

【耐震改修工事に関する設計・工事監理業務（例）】

設計業務
工事監理業務 １．設計意図を施工者に正確に伝える為の業務

２．工事の確認及び報告
３．施工計画を検討し、助言する業務
４．工事請負契約への助言・協力
５．工事費支払審査及び承諾を行う業務
６．官公庁等申請・検査の立会
７．工事監理業務完了手続

※耐震改修工事の設計・工事監理の一例です。

■報告者

【所 属】 【資 格】

【氏 名】

連絡先ＴＥＬ

業務項目
現場調査、構造計算及び設計図作成

▲▲建築設計事務所 一級建築士

【所在地】 岡崎市○○町字○番地○
▲▲ ▲▲

0564-ｘｘ-ｘｘｘｘ

・有効な壁の量が不足で、配置も偏っています。バランスよく既設壁の補強を行ってください｡

１階X方向のみの改善で建物全体の耐震性は確保できます。

①耐震改修工事には、建築士による設計と工事監理が必要となり、別途費用が掛かります。
詳しくは、耐震改修設計を依頼する建築士にお尋ねください。
②依頼する建築士に、「改訂（第3版） 愛知県木造住宅耐震診断マニュアル（一般診断法による診断）」とを基
本とし必要耐力は各階の床面積を考慮した算出法（精算法） により求めた総合判定及び、（一財）日本 建築
防災協会による「2012年改訂版 木造住宅の耐震診断と補強方法」の総合評価に基づき、耐震改修設計図面
を作成してもらい、その上で工事見積書をもらいましょう。建築士から提示された改修設計の内容をよく確認
のうえ、耐震改修工事を行いましょう。

※耐震改修・補強工事を行う前に、必ず建築設計事務所等からの業務報酬見積や契約を書面で取り交
わしましょう。



岡崎市○○町○丁目○番地

写真① 写真②

写真③ 写真④

写真⑤ 写真⑥

物件名 ○○邸 住所

写真① 写真②

写真③ 写真④

写真⑤ 写真⑥

1



物件名 ○○邸 住所 岡崎市○○町○丁目○番地

写真⑦ 写真⑧

写真⑪ 写真⑫

写真⑨ 写真⑩

写真⑦ 写真⑧

写真⑨ 写真⑩

写真⑪ 写真⑫

2



外部仕上げ表

外壁 全面 真壁裏返し塗りカラー鉄板張り

屋根 日本瓦土葺

基礎 無筋コンクリート打ち（健全）

内部仕上げ表

玄関ホール 化粧合板ア４ Fw=0.9

和室６畳 じゅらく壁塗り 土塗り壁に準ずる

洋間 化粧合板ア４ Fw=0.9

階段 化粧合板ア４ Fw=0.9

洋間 化粧合板ア４ Fw=0.9

廊下 化粧合板ア４ Fw=0.9

押入れ 合板ア４ Fw=0.9

耐力壁仕様

土塗り壁 塗厚 40～50 (2.4)＋合板ア４ (0.9) Fw=3.3

土塗り壁 塗厚 40～50(７割) (1.5)＋合板ア４ (0.9) Fw=2.4

土塗り壁 塗厚 40～50 (2.4)＋筋かい 30×90 (1.9)＋合板ア４ (0.9) Fw=5.2

土塗り壁 塗厚 40～50(７割) (1.5)＋筋かい 30×90 (1.9)＋合板ア４ (0.9) Fw=4.3

目視確認により土塗り壁は、外部「横架材まで達する」

内部「横架材間７割以上」と評価した

木造住宅耐震診断 平面図 作成例

縮尺 1/100

縮尺 1/100

二階平面図

一階平面図

・土塗り壁は、原則目視確認にて「横架材
まで達しているか」等の判断をする

・やむを得ず目視確認ができない場合は、
その旨を明記し、

外壁部分「横架材まで達する」
内壁部分「横架材間７割以上」

で評価する。

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

※ 目視確認により土塗り壁は、

外部「横架材まで達する」

内部「横架材間７割以上」と評価した。

※ 目視確認はできなかったが土塗り壁は、

外部「横架材まで達する」

内部「横架材間７割以上」と評価した。

※ 目視確認により、土塗り壁は外部内部とも

「横架材まで達する」と評価した。

一

階

二

階

共

通

既設筋交い 30×90

掃 掃出し型開口壁（Fw=0.3）

窓 窓型開口壁（Fw=0.6）

通し柱

写真番号

原則

計算式 床面積

１Ｆ 7.28×4.55＝ 33.12㎡

２Ｆ 4.55×4.55＝ 20.70㎡

53.82㎡合計

面積表

耐震診断員

▲▲ ▲▲



岡崎市○○町○丁目○番地






























